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「秋も終わりに近いころ、もうすぐ冬っ
ていうとき、あっちこっちに、取り残されていうとき、あっちこっちに、取り残され
た柿の実がぶらさがっているよね。まっ赤
に熟して、いまにも落ちそうな柿の実。カ
ラスが枝にとまったり 風がふけばすぐにラスが枝にとまったり、風がふけばすぐに
でも落ちてしまいそうな柿の実。」

「うん、よく見る光景だね。」

「その柿の実にインタビューするんだ。いま何を考えていますか。ご気分は
いかがですか？って。すると柿の実は、こうこたえるだろう。

『とても不安だ。』『わたしには希望がない。』『危機が近づいている。』『とても不安だ。』『わたしには希望がない。』『危機が近 いている。』

そしてね、やがて柿の実が想像したとおり、ぺちゃって地面に落ちてしま
うよね それで柿の実の話はおわりだ 」うよね。それで柿の実の話はおわりだ。」

「なんだ、そんなことかぁ。」

「いや、まだつづきがある。この話をもいちど、はじめからやりなおすんだ。
でもこんどは『柿の種』に聞くんだよ。つまり柿の実が、不安だ、希望が
ない、危機だといっているとき、その柿の中の種は、何を考えているか、
それをたずねるんだ。そうすると、おそらく、それをたずねるんだ。そうすると、おそらく、

『いっぱいにちからをたくわえた。』

『もうじき大地に落ちて、芽を出すチャンスがやってくる。』

『希望がやってくる。』そうこたえると思う。」



「つまりだ、いまにも落ちそうな柿の実でも、見方を変えれば、まったくちが
う世界があるってことだよ。

おれたちが、柿の実となって現実をなげくのか、あるいは柿の種の立場から
希望をつくりだそうとするのか、その差は大きいと思うんだ」

菅野芳秀著『生ゴミはよみがえる』から引用

さて、質問です。

１ この不安だらけの「柿の実」は何１．この不安だらけの 柿の実」は何
でしょうか？

２．柿の種とは何でしょうか？



種は探せばいっぱいある
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６次化の２つのキーワード
①地産地消
②連携②連携

東北は 高度成長時代には 人と農林水産東北は、高度成長時代には、人と農林水産
物、エネルギーの供給基地であった。

２１世紀に入って、人を東北に根付かせ、農
林水産物を地元で消費・加工する運動が活林水産物を地元で消費 加工する運動が活
発に行われて来ている。

「人の地産地消」であり 「農林水産物の

６次化

「人の地産地消」であり、「農林水産物の
地産地消」である。



地産地消地産地消
地産地消・・・・新しい言葉である

地産地消、すなわち「地場生産・地場産 消、す 場 産 場
消費」という考え方は、「地場生産・地
場消費が当たり前だった戦前には、あり場消費が当たり前だ た戦前には、あり
得なかった概念」

おそらく卸売市場の整備による広域流おそらく卸売市場の整備による広域流
通が台頭してきた１９６０年代以降に使
われてきたものだろうわれてきたものだろう。

１９６９年
４月３０日
朝日新聞朝日新聞



１９６３年
１０月１６日
朝日新聞朝日新聞

１９７９年 ８月２６日
朝 新聞朝日新聞



時代背景時代背景

飽食、近代農法批判、広域流通に対する批判と

して有機農業運動や食品公害に対する反対運動が

展開された時期で これらの運動の中から展開された時期で、これらの運動の中から、

『（地場）産直』『自給』と言った言葉が現れてきてお

り、その一環として自然発生的に出てきたのであろ

うう。

「地産地消を進める会」の代表を務める秋田県立大
学生物資源科学部の谷口吉光教授

地産地消という言葉は、２１世紀の今日、
画 化された食 食のグロ バル化に対する画一化された食、食のグローバル化に対する
アンチテーゼとして、食農教育に代表される
地域の食文化に対する見直しの動き、農産
物直売所で活躍する女性達の姿など、地域

に対する「自信と誇り」を回復する上で、大き
な可能性を有した運動であるといえるな可能性を有した運動であるといえる。



食品市場

既に多くの企業がいかに新 既に多くの企業が
市場にあふれてい
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資源活用を経営戦略的に考える資源活用を経営戦略的に考える

ポジショニング的考え方

資源活用的考え方



ポジショニング的考え方

マイケル・ポーターの「競争優位の戦略」イケル ポ タ の 競争優位の戦略」

資源活用的考え方

バーニーの「Resource based view」

ポジショニング的考え方ポジシ ング的考 方

市場における脅威を克服する・・・
が競争力で優位が決まる

１ 競合企業の脅威１．競合企業の脅威

２．売り手の脅威売り手の脅威

３．買い手の脅威

４．新規参入の脅威

５ 代替品の脅威５．代替品の脅威

自分をど 位置付けるか 市場を確保 きる自分をどこに位置付けるかで市場を確保できる



ハンバーガー市場

15.50%

66 80%

17.70%

66.80%

あなただったら、２つの大手チェーンで８４％も占めているあなただったら、２つの大手チェ ンで８４％も占めている
ハンバーガー市場に参入しますか？

粗鋼



ガソリン

自動車



存在する脅威

○競合企業の脅威

存在する脅威

フレッシュネスバーガー ○競合企業の脅威

○買い手の脅威

フレッシュネスバーガー
が挑戦

１９９５年に１号店

現在２００店舗展開
１５年間で５．４％のシェアを獲得５年間で５ ％のシ アを獲得

（マック３３００店 モス１４００店）



どうして市場を確保できたか

○買い手の脅威 を克服することでポジショニング

○競合企業の脅威を取り除くに関する戦略

買い手の脅威
買い手は店舗を選択する買い手は店舗を選択する
買い手は不満があると買わない

買い手の不満は何か？

クにあふれる○○○たちマックにあふれる○○○たち

うるさ △△△△ 音うるさい△△△△の音

作り置きの□□□ー□□

静かなバーガーショップであれば静かなバ ガ ショップであれば
大人たちが来るのでは！

マックとは違うポジショニング



バーガーショップの明確なイメージバ ガ ショップの明確なイメ ジ

創業者栗原幹雄氏がアメリカの田舎で体
験したバーガーショップを日本に再現

〇『日経流通新聞』の「女性が昼食・軽食で利用
したい ト ド店人気ラ キ グ でしたいファーストフード店人気ランキング」で、フ
レッシュネスは、「料理がおいしい」という項目
で モスの74％を超える 84％の票数を集め 全で、モスの74％を超える、84％の票数を集め、全
体の1位を獲得した。

〇「店の雰囲気がよい」という項目では、「スター
バ クス ヒ 」の56％についで 54％の票をバックスコーヒー」の56％についで、54％の票を
集め2位だった。モスを味で超えてしまったファー
ストフ ドは今までになか たストフードは今までになかった。



ターゲット客の違いターゲット客の違い

〇「大人のためのハンバーガーショップ」がコンセプト

〇一方マクドナルドは、顧客のターゲットを女子高生に
定めている。

〇モスは強いていうなら女子大生か、OLだろうか。

提供するモノの違い

〇注文を受けてから調理する。

〇スパイスは客が好みで選べるように複数取りを
そろえているそろえている。

〇ジュースはその場で果実を搾って作る〇ジュ スはその場で果実を搾って作る。

〇木の温かみを重視した内外装は 落ち着いた雰〇木の温かみを重視した内外装は、落ち着いた雰
囲気を醸し出している。

〇値段も少しマクドナルドより高いのだが、価格で
勝負せず 味や雰囲気で勝負しようという方向性勝負せず、味や雰囲気で勝負しようという方向性
である。



競争力の源泉競争力の源泉

VRIOフレ ムワ クVRIOフレームワーク

その資源が持つ競争力

①経済価値（Value）
②稀少性（Rarity） 矢印の方向に行くほど強力②稀少性（Rarity）
③模倣困難性（Imitability）
④組織（Organization）

矢印の方向に行くほど強力
である

オハイオ州立大学のジェイ・B・バーニー教授



大手が８割を占めるケチャップ市場大手が８割を占めるケチャップ市場

カゴメ 50%
イ

その他17%

ハインツ
3%

デルモンテデルモンテ
30%

明宝レディースの
ポジシ ングポジショニング

明宝レディース大 手 明宝レディ ス

機械による
大量生産

大 手

手作り
（６時間煮込む）大量生産 （６時間煮込む）

添加物使用 完全無添加

マス広告 メディア活用



種をいっぱい見つけたレディたち

働きたい
女性たち

規格外で
捨てられて女性たち 捨てられて
いたトマト

明宝レディス新規
参入に成功

R O少量生産で話題性

仲良しグループ
で終わらず会社
として組織化

量的
価値

「すぐ売り切れる」 として組織化

V I
価値

大手にまねでき
ない手作り

経済資源

質的価値

経済資源
の農産品


